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AUTOSAR Adaptive導入に備える
ETASが新規格に向けた包括的なソリューションを提供

AUTOSAR Adaptive規格は、さまざまな機能を中央ビークルコンピュータに統合するための基盤を築き、ECUの開発に大
きな変化をもたらします。ETASの RTA-VRTEプラットフォームソフトウェアフレームワークと ISOLAR-A_ADAPTIVEアー
キテクチャ設計ツールは、開発者が新しい E/Eアーキテクチャを創造するために必要なソリューションを提供します。

AUTOSAR Adaptiveプラットフォーム、そしてマイクロプロセッ
サ（µP）ベースの強力なビークルコンピュータ（VC）の導入
により、ソフトウェアと開発のプロセスは根底からの変化を迫
られ、変化はプラットフォームソフトウェアや開発ツールにま
で及ぶことになるでしょう。ETASが Robert Bosch GmbHと協
力して開発したRTA-VRTEプラットフォームソフトウェアフレー
ムワークは、すでに世界中のお客様に使われています（15ペー
ジ参照）。

今すぐ体験したいとお考えのお客様のため、ETAS は
AUTOSAR Adaptive Early Access Program（EAP）をご用意し
ました。EAP には RTA-VRTEソフトウェア、ISOLAR-A_
ADAPTIVEソフトウェア開発キット（SDK）、コンサルティング

およびトレーニングが含まれており、豊富な経験を通じて、新
アーキテクチャへのスムーズな導入をサポートします。

RTA-VRTEプラットフォームソフトウェアフレームワーク
RTA-VRTEプラットフォームソフトウェアフレームワークには、
ビークルコンピュータ向けの重要なミドルウェア要素のすべて
が揃っています（図 1）。レベル 1、レベル 2には、関連ハー
ドウェアと POSIX準拠オペレーティングシステムで使用するイ
ンフラストラクチャーソフトウェアが搭載されています。µPベー
スのビークルコンピュータは従来の ECUとは違ってリソースを
動的にアプリケーションに割り当てるので、AUTOSAR 
Adaptiveプラットフォームの Execution Managerはレベル 2
での CPUの時間とメモリアクセスも制御します。
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さらに、アプリケーションはシステム上の他のソフトウェアを
認識して通信を行わなくてはなりません。その機能をプロトコ
ルに依存せずに提供するレベル 3の通信ミドルウェアは、
RTA-VRTEの中核的なコンポーネントとしてレベル間のインタ
ラクションを管理／制御するものであり、レベル 4、5の ECU
および車両に依存するプラットフォームサービスを含む、カプ
セル化されたソフトウェアのスムーズな動作を保証します。

ISOLAR-A_ADAPTIVEを用いたアーキテクチャ設計
ISOLAR-Aは AUTOSAR Classicプラットフォームに基づく、
全世界で定評のあるソフトウェアアーキテクチャ作成ツー
ルです。Eclipseベースのツールなので既存の開発環境に容
易に組み込むことができ、Eclipseのプラグインを利用して
Doors、Subversion、Gitなどの開発環境と連携させること
もできます。

ISOLARシリーズの新製品である ISOLAR-A_ADAPTIVEは、
RTA-VRTEのアプリケーションソフトウェアを開発、統合
することができます。ISOLAR-A_ADAPTIVEは AUTOSAR 
Adaptiveアプリケーションの設定からサービスマニフェス
トの生成、プロキシ／スケルトンの生成、サービスインス
タンスの提供、SOME-IPによるサービス検出の設定にいた
るまで、あらゆる設定作業でソフトウェア開発者をサポー
トします。

今から始めましょう！
RTA-VRTE Early Access Program（EAP） で は、AUTOSAR 
Adaptiveプラットフォーム向けの完全なソフトウェア開発キット
（SDK）が利用できます。SDKには Virtualbox*イメージがプ
レインストールされ、事前設定済みのRTA-VRTE搭載仮想ビー
クルコンピュータ一式が含まれています。ユーザーはこのキッ
トで新アーキテクチャについて学び、独自開発したプロトタイ
プの実行や、ソフトウェアのデバッグを行うことができます。
EAPには包括的なトレーニングとコンサルティングも含まれて
います。

さらに拡張性を高めたい場合、また、ClassicとAdaptiveの
AUTOSARコンポーネントが混在する ECU-VCアーキテクチャ
にも対応可能にしたいときには、AUTOSAR Classic ECU向け
仮想化ソリューションである ETAS ISOLAR-EVE（別売）を
EAPに組み入れることができます。そうすれば、将来の RTA-
VRTEの機能強化にスムーズに対応することができます。
AUTOSARではまだ定義されていなくても、将来的に
AUTOSAR Adaptiveアプリケーションの開発、デバッグ、セキュ
リティに不可欠なサービスが含まれる可能性があります。そう
したサービスの例としては、セキュリティ環境におけるファイ
アウォール／ゲートウェイ管理ソリューション、計測・適合シ
ステムへの接続などが考えられます。

信頼性が高く、機能的に安全で包括的な Adaptiveソフトウェ
アの開発には、多数のソフトウェアおよび機能が必要とされま
すが、EAPならいつでも簡単に導入を開始することができま

図 1：主要なソフトウェア機能／要件をサポートする RTA-VRTEレイヤモデル

* Virtualbox ™は Oracl製 PC向けの仮想化ソリューションです。
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機能ビルディングブロック
各種ドメインにおける、μC、μP、SoC、またはHWA上でのソフトウェア開発VRTEの適用範囲 AUTOSAR Adaptive機能を使った機能ビルディングブロック

図 2：RTA-VRTEソフトウェアフレームワーク - ソフトウェアコンポーネントの詳細概要図
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AUTOSAR Classicおよび Adaptiveツール（ISOLAR-A_
ADAPTIVEを含む）担当プロダクトマネージャ

す。EAPで提供される強固な基盤の上で、未来の車載ソフト
ウェアの開発プロセスに今すぐ着手しましょう。

100%仮想化された開発プロセス
ビークルコンピュータは、カプセル化された複数の仮想マシン
（VM）に厳格に分割することができます。これもまた、高度
に並列化され、完全に仮想化されたソフトウェア開発プロセ
スを実現する手法の一つです。多層プラットフォームである
RTA-VRTEは完全にハードウェアから分離されるため、VCハー
ドウェアメーカー（NXP、Renesas、Qualcomm、NVIDIA、
Intelなど）を気にする必要はありません。したがって、開発
者は各自の PCを使って AUTOSAR Adaptiveに親しみ、RTA-
VRTEや ISOLAR-A_ADAPTIVEツールについての実践的経験
を積むことができます。

EAPがご提供する事前設定済みの Quick Emulator（QEMU）
仮想マシン（VM）は、x86 64ビットおよび ARMv8の µPアー
キテクチャに対応します。RTA-VRTEでは、開発者はそれら
の VMを PC上で仮想 ECUとして実行できます。すべての VM
はイーサネット接続による相互間の通信と、Windows 

Network Bridgeを用いた外界との通信機能を備えています。

準備は万端
IISOLAR-A_ADAPTIVE、RTA-VRTE、そして EAPが用意でき
れば、あとは簡単です。ETASのお客様には今日からでも、
ご自身の PCで、完全に仮想化された開発環境を活用してい
ただくことができます。ソフトウェア開発チームは新しい通信
構造を試したり、これまでは厳格に分離されていた構造を克
服したり、VCソフトウェアのアジャイル開発プロセスを確立し
たりするチャンスを手に入れられるのです。さあ、未来へ向かっ
て進みましょう！




